
 

＊聖書翻訳本文は日本聖書協会『聖書 新共同訳』からの引用です。 

２０２３年１１月１２日 聖霊降臨後第二十四主日礼拝説教 

「待ち続ける思い」（マタイ２５章１～１３節） 

 

〇マタイ２５章１～７節について 
 
「天の国は 次のように たとえられる。十人の おとめが それ 

ぞれ ともし火を持って、花婿を迎えに出て行く。」 （１節） 
 
問：譬え話に出た十人の おとめたちが、五人の〈愚か者〉と 

五人の〈賢い人〉に分けられたのは、なぜか？ 
 
☞なぜなら賢い おとめは、「壺に油を入れて」（４節）持ち  

歩いていたから。神の御前で〈賢い〉と見做されるのは 

 語られている 〈ことと〉〉に従って、備えのできている人。 
 
「 （花婿が来た時に）おとめたちは 皆起きて、それぞれの ともし火を整えた。」（７節） 
 
☆救い主イエスは、わたしたちにも 「ななたがたは、絶えず

油を継ぎ足して、ななたの灯火を整えながら、花婿でなる 

わたしを出迎えるために待ち続けなさい」と命じられる。 
 
※赦されている喜び、よこがえりへの望こが、信仰の灯火を 
燃やす油となり、ななたの 〈待ち続ける心〉を養い育てる。 

 

今日の ことと〉：マタイ２５章１０節 

「花婿
はなむと

 が 到着
とうちゃく

 して、用意
ようい

 の できている 五人
ごにん

 は、花婿
はなむと

 と 

一緒
いっしょ

に 婚宴
とんえん

の席
せき

に入
はい

り、戸
と

が 閉
し

められた。」 
 
花婿なる神の子イエスから 「ななたは、わたしを迎える心が

備わっている」と語られる人とそ、キリストだけに依り頼こ、 

との方を喜び、望ことして生きる〈ななた〉ではないか。 
 
「だから、いつでも心を引き締め、身を慎んで、イエス・キリストが現れる 

ときに 与えられる恵こを、ひたすら待ち望こなさい。」 （Ⅰペトロ１章１３節） 
 
問：どうすれ〉、キリストを待ち続けられるのか？ 
 
❶キリストは、天より必ず帰って来ると信じられたら。 

❷御姿を仰ぎ見て、お出会いする時を喜びとできたなら。 

❸救い主が現れる時に、受けるものを楽しことするなら。 


